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1.はじめに

家庭科の学習内容は,個人および家族の発達と福祉,

生活資源と暮らしの知識・技能,消費生活の営みと生

活環境・文化等,広範な生活事象・生活要素の中から

選択される。これらの内容を効果的に授業の中で扱う

ためには,学習者がそれぞれの題材や教材をどのよう

にとらえているかに関して,教師が的確に把撞してお

くことが求められる。

本研究では,高等学校家庭基礎における授業「1日

の過ごし方(生活時間)」で使用したワークシート分

析を通して,学習者の生活時間および生活設計に関す

る認識の様態を考察し,それらを考慮した授業を設計

するための示唆を得ることを目的とする。

過去に,平田等(2002)は,高等学校家庭科におけ

る生活時間設計の学習内容に関する検討と,それに基

づく授業の設計および実践を行った。その検討を通し

て,生活時間設計を生徒の短期生活設計という視点で

とらえることや,生活時間の計画,実行,評価をさせ

ること,家族・人間関係と関連させた学習という視点

を導入すること,さらには計画を実行する際の阻害要

因に目を向けさせることなどの重要性を提案してい

る。また,それらの視点および内容展開を意図した実

践によって,生活時間の計画を立てることに意義を感

じる生徒もいる一方で,否定的にとらえる者もいるこ

とを明らかにしている1)2)。

平田等のこの授業実践は,旧学習指導要領における

「家庭一般」の中で行われた。本研究で分析対象とす

る授業は「家庭基礎」の中で行っている。この科目は,

授業時間削減のために現行の学習指導要領に新規に設

けられた2単位の教科である。

現行の学習指導要領においては,男女共同参画社会

の推進や少子高齢化等への適切な対応が重視されてい

る。また,家族や生活の営みを人の一生とのかかわり

の中で総合的にとらえ,男女が協力して家庭や地域の

生活を創造する能力と実践的な態度を育てること,衣

庭生活を主体的に営む能力と態度を育てることなどが

家庭科の目標として示されている3)0

そこでは,人はライフステージごとの課題を達成し

つつ発達するという生涯発達の考えに立ち,生まれて

から死ぬまでの人の一生という時間の経過の中で,秦

族・家庭,乳幼児の発達や高齢者の姿などを理解させ

る。そして生活の営みに必要な金銭,生活時間,人間

関係などの生活資源や,衣食住,保育などの生活活動

にかかわる事柄も人の一生と閲達させて理解させよう
とする。

また,家庭や地域の生活は,人,もの,金銭,時間,

空間,情報等の相互関係,個人,家族,社会および環

境との相互作用によって成り立っており,多面的,総

合的であるといえる。社会の変化に対応して家庭生活

を健全に営むた釧こは,生活上の知識や技術を断片的

に習得させるだけでなく,人の一生という時間軸と生

活資源や生活活動などと関連付けて取り扱い,人と生

活の営みを総合的にとらえるようにする。

このような取扱いをすることによって,生徒自身が

現在および将来の生活に関心をもって主体的にかかわ

り,男女がともに協力して家庭を築くという実践的な

態度を育てることができるというのが,学習指導要領
の見解である。

「家庭基礎」も,同様の展開を目指しており, 「(1)

人の一生と家族・福祉」の「ア　生涯発達と家族」の

中で, 「(イ)家庭の機能と家族」の学習内容として,

家事労働とかかわらせて家族が担う家庭での役割を取

り上げ,男女が協力して家庭を築くことの意義につい

て考えさせる。一方で, 「同ア」の「(ウ)生活設計」

の学習内容として,生活時間の配分と有効活用,進路

や職業の選択など,高校生の課題について具体的な事

例を取り上げて検討させるとともに,将来の結婚や家

庭生活と職業生活の在り方,自分らしいライフスタイ
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ルの形成にも関心をもたせるような展開が求められて

いる。

学習課題を現在の自分の問題としてとらえ,主体的

に学習するためには,生活の現状を改めてみつめ,そ

の事実が意味する事柄を探究することが必要である。

それは,すでにもっている知識や能力を使って新たな

知識や能力と対噂し,真の学びを構成することにつな

がる。

そこで,本研究における学習者の生活時間および生

活設計に関する認識の考察においては,実態,実態に

対する記述(解釈),および実態とは無関係に語るこ

とが可能な将来に対する記述(理想)を比較考察する

ことによって,生徒の認識のレベル,構造,差異を明

らかにすることを試みる。このことによって「生活設

計」の学習内容の構造と展開方法について追求する示

唆を得たい。

2,高校生の発達課題と「生活設計」の学習

高校生は,青年期の前半に当たり,意識的に自己形

成を始める時期である。内面への関心が高まり,他者

との関係性の中に自己を位置づけるようになり,さら

には信念や計画を踏まえて自己を定義するという方向

へ発達する。一方,他者とのコミュニケーションの中

で自己をとらえる時期に至り,生活や人生の可能性に

ついて,評価も含めてとらえようとする面もみられる

ようになる。

また,経験や知識の増加に伴い,職業的技能や日常

生活における問題解決能力が高くなり,自己や人生に

対する洞察力が深まっていく。これらの能力は生涯に

わたって発達するものであるが,青年期は特に急速に

成長する時期である4)。

このようなライフステージ上の発達の特徴と課題を

もつ高校生にとって, 「生活設計」は必然的に関心を

持つことができる学習であろう。しかしながら,他方

で家庭や社会の問題を背景として,アイデンティティ

の獲得に揺れる時期でもあり,関心や学習効果におい

て個人差が顕著であることも当然であろう。それらの

点で「生活設計」の学習は,内容のとらえ方や方法的

展開において困難な面ももっている。

家庭科で育成する学力について,中間(2001)は,

「生活の科学的認識(知る・わかる)」 「生活技術(で

きる)」 「生活の価値認識(気づく)」の相互関係の上

に, 「生活問題の解決(考える,行う)」が形成される

とし,構造的モデルを提示している。そして,その上

位に位置づく「問題解決能力」こそが,家庭科の貴終

目標である「生活課題を解決し生活を工夫し創造する

力」へと発展するものであるとする5)。

グロートヴアンド(Grotevant, 1987)は,アイデ

ンティティの形成を問題解決行動としてとらえ,自分

あるいは自分の環境についての情報を,重要な人生の

選択を決断するために集めることを目指すものとして

いる6)。また,その作業には,個人的特徴としての自

尊感情(self-esteem)や認知的能力などが関与し,自

己モニターすることが作業を進める要因となる。さら

に,文脈的要因として,家族や友人や学校環境なども

影響を及ぼし,作業を支えたり,個別の視点の発達を

刺激するコミュニケーションの機会を提供する。

「生活課題を解決し生活を工夫し創造する力」を身

に付けるた捌こは,このアイデンティティ形成に向け

ての問題解決行動が重要であることはいうまでもな

い。特に家族との関係の中で,あるいは他者とのコミ

ュニケーションによって自己や自分の生活をみつめる

ことは,発達課題の達成のためにも,家庭科の学習課

題の達成に向けても効果的であろう。

「生活設計」という題材も,高校生の発達課題であ

るアイデンティティ形成を促すことにおいて,また家

庭科の学習課題に適合した授業展開をすることにおい

て価値のある学びを提供するものである。しかしなが

ら同時に,個人の内面的発達や家族との関わりという

プライベートな側面を刺激することになり,学習者の

発達にマイナスの影響を与えたり,現在もっている関

係性を壊すといった危険性も学んでいる。また,一般

論として展開したのでは,学習者の学びに関与するに

至らず,題材の価値が半減する。

発達課題と学習課題に適合し,それらに接近できる

「生活設計」の授業を構築していくためには,学習者

の生活課題と,学習対象-の認識のさらなる把握が必

要である。ここでは, 「生活時間」の授業を通してそ

の実態の一端から学習者の認識を探った。

3.学習者の「生活時間」に対する課題と認識

(1)授業の概要

授業は,小林によって, 2004年5月に高等学校1年

生を対象に実施された。分析対象は3クラスである。

表1に3クラスのワークシート分析対象者の人数を示

す。

表1分析対象者の人数
(人)

ク ラ ス 人 数 男 女

A 3 4 2 0 1 4

B 2 8 1 5 1 3
i

C 3 1 1 5 1 6

計 9 3 5 0 4 3
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「人の一生と家族」の単元計画は以下のとおりであ　　よび祖父母との同居の有無による生活時間の比較を行
る。

捻時数20時間

1.私の人生を築く

2.ライフコースと生活課題

3.家族と自分との関わり

ア.家族・家庭とは

ィ. 1日の過ごし方(生活時間)本時

ウ.家事労働

エ.食生活において

うには対象数が少なく,これらの家族員の影響につい

ては,補足的にとらえた。

1時間　　　まず,本人の「1日の過ごし方の実態」を確認する

3時間　　ため,収入労働時間,家事労働時間,社会的文化的時

16時間　　間,生理的時間および団らん時間の平均値を算出した。

(1)　平臥　休日合わせて1週間単位で生活時間のパターン

(1)　を確認する必要もあるが,ここでは「収入労働時間」

(1)　と「家事労働時間」の平日におけるバランスに注目し

(13)　たいと考え,平日のみについて考察した。

本時「1日の過ごし方(生活時間)」の目標と指導

過程は次頁のとおりである。

(2)分析および考察の視点

授業で使用したワークシートでは,主に3つの作業

を課している。ひとつは「1日の過ごし方の実態」と

して,平日と休Hそれぞれの家族員個々の「収入労働

時間」, 「家事労働時間」, 「社会的文化的時間(固らん

時間以外の自由時間)」, 「生理的時間」および「団ら

ん時間」を授業前の課題として調査させた。さらに授

業中に「その実態についてどのような問題を感じ,ど

のように改善したいと考えているか」をそれぞれの生

活時間別に, 「気付き・特徴・問題点」と「解決に向

けての対処法」として問うている。また, 「将来の生

活時間」を, 「生殖家族として,家庭生活,職業生活,

余暇生活をどのように考えるか」という設問に答える

形で記述させている。これら3つの作業によって,現

在の生活時間のもち方や計画性について再認識させる

とともに,それを通して将来の生活設計を考えさせる

という,現在と未来を結ぶことか意図されている。こ

れらをそれぞれ生活時間の「実態」, 「実態の解釈」,

「理想」ととらえて考察した。

分析対象者の家族員の有無と兄弟姉妹数の平均値を

表2に示す。

表2　分析対象者の家族構成(各家族員を有する割合)
と兄弟姉妹数(本人含む)の平均値

(%)　　　人)

父 母 兄 柿 弟 妹 祖父 祖母
兄弟姉妹

の数

男 92.0 98.0 10.0 18.0 28.0 40.0 10.0 18.0 2.02

女 83.7 97.7 18.6 ll.6 23.3 30.2 9.3 18.6 1.91

平均 87.9 97.9 14.3 14.8 25.7 35.1 9.7 18.3 1.97

本人以外の家族員の影響については,主に,父母の

生活時間との関係に注目した。兄弟姉妹がいない,い

わゆる一人っ子は全体の25.8%であり,祖父母と同居

している家庭は,約2割であった。兄弟姉妹の有無お

その上で,父親および母親の各生活時間との相関係

数を求めた。その結果を考察するとともに,正負とも

に高い相関を示した項目において特徴的な生徒に注目

し,現実の認識と将来への思いに関する自由記述につ

いて考察を行った。

(3) 1日の過ごし方の実態

本人の1日の過ごし方を生活時間別平均値として表

3に示す。

各生活時間の長さについて男女間に有意な差は認め

られず,男女とも家事労働時間と団らん時間の短さが

顕著であった。

表3　1日の過ごし方(生活時間)の実態

(時間)

^ * 家 事 労 働 社 会 文 化 生 理 的 回 らん

男 10 .2 4 0 .12 4 .2 7 8 .5 7 0.66

女 9 .6 9 0 .3 6 4 .19 8 .5 5 0.87

平 均 9.9 7 0 .2 4 4 .2 3 8 .5 6 0 .77

また,父親および母親の生活時間とのピアソンの相

関係数(r)を求め,表4に示した。各生活時間の長

さに男女間の有意差は認められなかったので,全員を

対象に分析した。また,寿恥、相関が認められると捉え

られるr≧0.2の値に注目した7)。

本人の生活時間については,学業時間が長いほど生

理的時間と社会的文化的時間が短くなる(生理的時間

r--.256, p<.05　社会的文化的時間r--.752,

p<.01)。学業時間には通学時間も含まれているので,

そのために長くなる者もいるが,睡眠時間や余暇時間

をとるか,あるいは勉強をするかの選択が彼らにとっ

て重要であることが推察できる。

家事労働時間については,父親の家事労働時間が長

いと子どもの家事労働時間も長い　r-.224, p<.05)

が,逆に母親の家事労働時間が長いと子どもの家事労

働時間は短くなる傾向がみられる>- -.204, p<.1)。

家庭における親の性別役害摘ゞ子どもの家事労働時間の

持ち方に影響を与えていることが推察できる。また,
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本時の題材　「1日の過ごし方(生活時間)」

本時の目標

1.日分や家族の生活時間を調査してグラフにまとめ,主に次の視点から考察し,改善策を検討する。

a.家族の生活状況を知り,各個人の生活時間のバランスはとれているか?

b.生活時間別の状況からみた特徴や問題点は何か?

2.生活時間の特徴を平均的な生活時間の過ごし方と比較し,社会的な背景の影響とともに考慮し,社会的にも

改善策が検討されていることを知る。

3.将来,自分の生む家族(生殖家族)において生活時間を設定するとき,重視することは何か整理しながら,

家族が十分コミュニケーションがとれ,お互いに充実したゆとりのある生活を設計できる姿勢を培う。

指導過程

過程 学習内容 予想される生徒の活動 指導上の留意点 資料 時間

導入

本時学習内容の確認 . 家族 の 日々の生活 時間の調査 をもと . 家族が個々に充実 した生活 3 分

に, 家族との関わ りの中で自分として を送 るとともに, 互いに助

どう関わればよいかとい う課題意識を け合い , 精神的安 らぎが得

もつ0 られ, 温かい家庭生活を送

るために, 自分としてどう

関わればよいか考えさせ る

ことを課題 とさせ る0

展開

a . 家族の生活時間 .家族一人ひとり自分のための時間が確 . 次の視点か ら生活時間を検 各自の生活時 7 分

13分

の特赦 . 問題点

b . 原因 . 背景

〔Ⅰ解;4 ^ *J"la

保で き, 充実 した生活がで きているか 討 させる0 間調査 のグラ

検討す る。 * 個人の生活時間のバランス フ

ワークシー ト

資料 (学習 ノ

. 生活時間別 (特に, 収入労働時間, 衣 はとれているか ?

事労働 時間 , 社会 的 . 文化 的生活 時 * 生活時間別の特徴や問題点

間, 団らんの時間) に特徴や問題点を

検討 し, 発表する。

. その原因や背景を話し合 い, 発表する

は何か ?

.共通 した特徴 . 問題点で整
(グループ活動)。 理 し, こつした特徴や間窟

7 分

13分

〈ワークシー トへ記入〉 点が生 じる背景 を考察させ

る。

. 提示資料か ら, 我が国の状況を把振す - 資料 (学習 ノー ト, T P を

る。 もとに補足説明する0 ー ト)

T P①②③

ワークシー ト

ワークシー ト

. 問題点の克服に向けての対処法 を話 し . 家族の拝 を図り, 一人ひと

合い, 発表する (グループ活動)0 りも充実 した生活が送れる

〈ワークシー トへ記入〉 ための対策を話 し合わせる0

〈発展学習〉 として . 我が国の現状 を国際的視点

. 社会的背景や諸外国の状況等について で把握す るために, 社会的

より具体 的に調べる。 背景や諸外 国の状況等につ

いて具体的に調べるよう促
す 0

終結

まとめ . 将来 的な生殖家族 の中で, 家族 のコ . 現在のみならず , 将来的展 ワークシー ト

ワークシー ト

7 分

. 生涯を見通し, 豊 ミユニケーシヨンを大切 にし, 豊かで 望に立ち, 豊かで充実 した

かな生活 をするた 充実 した生活 を送るには, どの ように 人生を送 るため家庭生活 .

めに 生活時間を設計するか考 えを整理する。 職業生活 .余暇時間のバ ラ

〈ワークシー トへ記入〉 ンスを どの ように図 るか ,

各 自の考えを整理させる。

〈発展学習 として〉 .発展学習 としての課題 に取

. 課題に取 り組み , 家族関係 をデザイン り組み, 家族関係をデザイ

してみる。 ンさせ る0
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父親の団らん時間が長いと子どもの家事労働時間が長

い0-.3io, p<m)。父親が家族と関係をもつこと

は,子どもが家族に協力する環境につながるのではな

いかと考えられる。

子どもの生理的時間は,父親母親の生理的時間と比

較的強い正の相関をもっている(父親r=.402,

p<.oi ;母親r-.533, p<.01)。同様に子どもの団ら

ん時間も,父親母親の団らん時間と比較的強い正の相

関を示した(父戟r-.577, p<.01母親r-.680,

p<.01)。子どもは個人的な時間を重視している一方
で,生理的時間と団らん時間については,それぞれ父

親母親のそれらの時間のもち方に影響を受け,生活時

間の基盤をつくっていると考えられる。

父親の収入労働時間は平均11.67時間であった。一

方,母親の収入労働時間は,平均5.75時間で, 8時間

以上の者40名, 8時間未満の者23名,専業主婦28名で

あった。父親は収入労働時間が長いと,生理的時間と

社会的文化的時間が短い(生理的時間r--.376,

p<.oi ;社会的文化的時間r- -.373, p<.01)。一方

で母親の収入労働時間と家事労働時間の間には,強い

負の相関が見られた(r=-.786, p<.Oi)。すなわち,

収入労働時間が長いと家事労働時間は減少する。同時

に,社会的文化的時間および団らん時間も短くなる

(社会的文化的時間r--.575, p<m ;団らん時間

r- -.2O6, p<.1)c

さらに,生理的時間および団らん時間は,父親母親

間で比較的強い正の相関がみられ(生理的時間

r-.471, /K.01団らん時間r-.702, p<.01),子ど
もも含めて家族で同様のパターンをとっていると推察

できる。しかしながら,父親母親の収入労働時間のも

ち方によって,それらは変化するものでもあり,各々

の家族固有の生活時間がつくられている。

(4)現実の認識

ワークシートの自由記述については,全般的に女子

の方が,現在の生活についても将来の生活についても,

内容が具体的であり,一人ひとりの家族員の過ごし方

をとらえていることがうかがえた。一方男子の記述は

客観的ではあるが具体性には乏しく,一般論として回

答しているように思われるものも多かった(後述記述

例参照)0

①　家族の家事労働分担に特徴がある者の記述

ここで,子父母の生活時間の相関係数の分析から明

らかになった特徴のうち,父母の家事労働時間のもち

方がそれぞれ子どもの家事労働時間に影響を与えてい

ることに注目し,子父母の家事労働時間が特徴的な者

を抽出し,それらの子どもの自由記述を考察した。

対象者は,父親の家事労働時間,子どもの家事労働

時間ともに比較的長く,母親の家事労働時間が3時間

以下と短い者4名(グループA;男子1名:Ml,女

子3名:Fl,F2,F3)と,父親,子どもともに全く家

事労働時間をもたず,母親の家事労働時間が比較的長

い(10時間以上)者6名(グループB;男子4名:

M2, M3, M4, M5,女子2名: F4, F5)の計10名であ

る。

生活時間の実態調査における気付きや特徴について

は,母親の家事労働分担が多い,母親以外の家族の家

事労働分担が少ない,団らん時間が短いなど類似の記

述が多かった。そこで,実態に対する「解決に向けて

の(家族の)対処法」に関する10名の記述に注目した。

生徒の自由記述については,表現および字句等,記述

の通りそのまま掲載した(表5)。

両グループを比較すると,グループBでは,現実を

受け入れて,対処法を考えている様子はみられるもの

の,問題解決に向けての主体的な関心の乏しさが推察

される。また,自分の立場でできることを考えている

面もみられるが,具体性に乏しく,実践につながる意

思を感じられない記述もみられる。一方,グループA

では,具体的な記述がみられ,家族の立場や思いをみ

つめて自分のできることを考えようという姿勢がうか

WS&M

家庭における家族の家事労働分担に特徴をもつ10名

の自由記述から,父親が家事労働をより多く分担して

いる環境で,子ども自身も実際に家事労働に従事して

いる者は,生活時間の課題に対して主体的に向き合い,

課題解決を行おうとする姿勢をもっており,この授業

における学習によって,教師の意図どおりあるいはそ

れ以上の構成的な学びが得られた可能性も高いと推察

する。父親が家事労働に従事する背景には,様々な要

因があると考えられるが,どのような要因や必然性が

あるにしろ,そのような環境は子どもにジェンダーフ

リーの意識をもたせる効果があると考えられる。

一方で,家庭環境の中で,性別役割分担の現実を受

け入れなければならなかったり,家事労働分担の課題

に向き合う機会のない者は,自分の体験の中で授業を

通して学習したことを生かす具体的な方法をみつけに

くいのではないと思われる。その中でも自分ができる

ことを主体的に実践するための工夫を考えさせたい。

②　家族の団らん時間に特徴がある者の記述

子父母の生活時間の相関係数の分析から,団らん時

間のもち方は生理的時間とともに,子父母で比較的強

い正の相関があり,同様のパターンをとっていること

が明らかになった。そこで,子父母の団らん時間に特
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表5　家族の家事分掛こ特徴がある者の生活時間の実態に対する記述

生徒 収入労働時間 家事労働時間 社会的 .文科的生活時間 団らん時間 備考

y
ル

M
1

母が望むならアルバイ ト 家族で協力 して家事をし もし増やす とす るな ら, 平日も団らん時間を多 く 母専業主婦
をして もいいと思 う。 ていく0 休 日はなるべ く

自分 と父が家事 をす る。
一つひとつの行動を素早

くす る(団らん時間以外)

取 る。

。

F
1

たまに家 に帰 ったらいつ 家 に帰 ったらいっぱいお 記述な し0 できるだけ家に帰るよう 本人下宿中
ぱい家事 を手伝 う0 母 さんの手伝 いもする0 にする。

F
o

記述なし。 母に頼 りす ぎずに気づ く 食後の片づけを手伝った みんな塾や仕事 などでな 父母 ともに
人がやる。 自分のことは りして, 母のゆっくりで か なかそろわないけ ど, 収入労働 時

ー
プ
A

自分でやる。 きる時間を増やす。 休みの 日は, で きるだけ

話す などする。

間が10時 間

以上

F
3

問題は特 になし0 平 日には忙 しくて母を手 父, 母 に少 なくなる原因 平 日と休 日に差がないこ 母 はパ ー ト
伝 えない場合 もあるが, が, 主に家事労働時間の とか らもう少 し休 日の昼 タイマー

C,

休 日には家族 に責任 を 偏 りによるものなので, 間にもつとアクティブに
もって家事労働をそれぞ

れに決めて分担するよう

にする。

家事の分担0 活動できるとよい と思 う

近 くの公園にラケットを

持つてでかけよう0

グ
ル
ー
プ

B

M
o

問題点として父だけが働 家族が家にいる時はで き 休日に家事をみんなで手 今 のままでいい と思 う0 母専業主婦
いているといえるか もし

れないが家族の中でそれ

は納得 していることなの

でこのままでいいと思う0

るだけ家事 を行 う。 伝 う。 よくとれているか ら去

M
3

ない0 もつと僕が手伝 いをする0 ない。 休 日, 団らんは食事のと

きだけなので, もう少 し

他の ときも団らんの時間

をつ くる。

母専業主婦

M
4

しかたがない0 協力 してする0 なにか一緒にする。 食事とかいっしょにで き

るだけとるようにする。

生活時間の調整0

母専業主婦

M
5

休憩を取 りながら仕事す 暇な休 日とか時間がある いろんな趣味を持つこと 一緒 にテレビをみたり麻 母専業主婦
る0 (父のこと) 時に少 しは手伝う。 は大切だ と思います。 雀をして仲良くなる0

F
4

問題点なし0 父, 妹, 私もで きるだけ この場合 もできるだけ手 土日は必ず家族がそろつ 母専業主婦
役割分担表などを作って

手伝 うべきだ。

伝うべ きだ。 て食事 をとるようにする。

F
5

特 に問題はないと思う0 テレビを見 るなどの時間 テレビの見過ぎに対 して なるべ く食事の時間をー 母専業主婦
をさいて皿洗い くらいは

母以外の人がやればよい。

体調 も考えて陸眠時間が

もつととれるようにテレ

ビの時間を減 らす0

緒にとるよう努力する。

徴がある者を抽出し,それらの子どもの自由記述を考
察した。

対象者は,子ども,父親,母親ともに団らん時間が

1日2時間以上の者5名(グループC;男子2名:

M6,M7,女子3名:F6,F7,F8)と,子ども,父親,

母親ともに団らん時間を全くもたず,かつ母親が専業

主婦である者5名(グループD ;男子3名:M4, M5,

M8,女子2名:F5,F9)の10名である。表6に記述

を掲載した(M4,M5,F5はグループBでも掲載)

「収入労働時間」については, 「問題がない」 「しか

たがない」といった記述が両グループでみられるが,

家族での団らん時間が長いグループCでは, 「父がゆ

つくり休める」 「残業を減らす」 「社会的改善」 「父が

休みの日」 「父は仕事で疲れている」のような父親を

気遣う記述や家庭の外に目を向け社会との関係性を問

う記述もみられた。これらの生徒は,団らんによって,

より深く家族の思いを理解し,他者や社会との関係性

をみつめる機会を得ているものと推察される。

「家事労働時間」については, 「協力」 「分担」 「手

伝う」 「家事をする」といった記述が両グループでみ

られるが,グループCでは,自分の意思や解決策への

価値付け,他の家族員への期待などの記述があり,自

分の考えを主張できると同時に,解決に向けて他者の

関わりも重要であることを認識している様子が推察で
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表6　家族の団らん時間に特徴がある者の生活時間の実態に対する記述

生徒 収入労働時間 家事労働時間 社会的 .文科的生活時間 団らん時間 備考

グ
ル

M
6

特になし0 子供たちはなるべ くち ら

か さなVJ、ようにするべき

だ。言 うことを聞かない

けど ‥ . 0 僕は手伝う

ようにしなければならな

い。

弟, 妹な どはテレビゲー

ムばか りしている !少 し

ならいいが, 宿題 をして

からやってほしい ものだ。

またそれにより就寝時間

が遅れていることもあ り,

なお さら改善する必要が

ある。注意するようにす

る0

記述 なし0 母専業主婦

M
7

父が家でゆっくりと休め

る環境 をつ くる。

分担する0 平 日にも取 るようにする。家にいるときは, できる

だけ家族と過ごすように

する。

母専業主婦

F
6

残業 を減.らす0 (能率 を 家族みんなで協力 しあっ 趣味, 生 きがいをみつけ 生活時間 を調整 しあ う。 母の収入労

ー
プ

上げる0)社会的な改善を0 てやる。自分でで きるこ る。個人生活 を充実させ (努力 をする。) 日ごろか 働時間9.5時

C とは自分でやる。能率を

上げる。使える機械や施

設 は使ってい く0

る。 ら声 をかけあい, 話 をす

る。

間

F

父が休 みの 日, 休 日で仕 私 も手伝 える時は手伝つ お互い共通の趣味 をみつ 休 日でも父が仕事の日が 母の収入労

事がない日に積極的に話 て, 父や兄 も自分でで き けたり, 相手 に合わせて あるので, それ以外 はみ 働時間 9 時

7 をするようにする。 ることはちゃんと自分で みようという心をもつコ んな と団 らんの時間が も 間

してもらうようにする。 トも大切だと思う。 てるようにする。

F
X

しかたない ‥ .0 (父は 母以外の他の人が もつと 個人で過 ごす ことが多い 生活時 間を調整 しあ う0 母の収入労

仕事で疲れている分, 寡 分 担 して 家 事 をす る。 ので, ある程度の時間を, 休 日は一緒 にでかけたり 働時 間 6 時

事などはあま りできてい

ないので, 他の人で手伝

う0)

(分担 .協力) 団らんの時間などに変 え

たらどうか。

する。 間

Y
H.

M

蝣1

しかたがない0 協力してする0 なにか一緒 にする。 食事 とかいっしょにで き

るだけとるようにす る0

生活時間の調整。

母専業主婦

M 休憩を取 りなが ら仕事す 暇 な休 日とか時間がある いろんな趣味 を持つこと 一緒にテ レビをみた り麻 母専業主婦

5 る。 (父のこと) 時 に少 しは手伝 う。 は大切だ と.思います0 雀 をして仲良 くなる。

M
8

特 に問題なし。 できることをみんなで分

担する0

特 に問題なし0 平 日にも時間を作るよう

にする。

母専業主婦

F
5

特 に問題はないと思う。 テレビを見 るなどの時間 テレビの見過 ぎに対 して なるべ く食事の時間をー 母専業主婦
ー
プ
D

をさいて皿洗い くらいは

母以外の人がやればよい0

体調 も考えて睡眠時間が

もつととれるようにテレ

ビの時間を減 らす。

緒にとるよう努力する0

F

母 もパ ー トとかで働 く。 平 日で も普段から手伝い 父母に労働 だった り家事 平 日はバラバラにな りが 母専業主婦

自分達も何かで きること を心がける。家族みんな とい う負担 をか けて し ちだが, 全員そろった時

をする。 で家事 をす ると一つの団 まった結果父 と母のこの は少 しで もみんなで会話

9 らんにもなるので, 休 日

はなるべ く家族全貞です

る0

時間が少な くなっている

のでなるべ く家族全員で
分担するようにする0

がで きるようにする。

きる。

「社会的文化的生活時間」 「団らん時間」に関する

グループCの記述は,他の家族員-の思いが具体的に

語られることが多い。グループDの記述は, F9を除

き,表面的な記述にとどまっている。

家族の団らん時間のもち方に特徴をもつ10名の自由

記述の分析から,団らん時間が長い場合は,自分のみ

ならず他の家族月の生活時間の課題に対しても意識が

高く,他者や社会との関係性の中で課題の解決策を考

える姿勢をもっていることが示唆された。また,この

授業での学習により,課題解決-の意識が高まった可

能性も考えられる。家族で団らん時間をもてない背景

には,様々な要因があると考えられるが,子どもから

の積極的な介入を促し,その機会をつくる手だてを工

夫できる知識と技能を身につけさせることが求められ

ており,この後の授業展開における学習が意味をもつ
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表7　家族の家事分担に特徴がある者の将来の生活時間および生活設計に対する記述

生徒 将来の生活時間および生活設計に対す る記述

グ
ル

M 1
家庭生活 においては家族が協力する0 職業生活はどちらか一方は必ず職業.について, もう一人が望むな らアルバイ

トかパー トなども良いと思 う0 余暇生活は家族みんなで楽 しむべ きだと思う0

F 1
だんなさん と家事 とかを分担 してがんばる。子供 に対 しては過保護にならないようにする。休 みの 日はできるだけ

みんなですごす。

F 2

結婚で きれば, 共働 きして, 家の仕事や, 子育てなどは, 協力 してや りたい0 子供がある程度大 きくなれば, 子供

ー にも家事を手伝 ってもらった りして, 家族みんなで協力 して生活 していきたい。そして, できた余暇時間は, 家妖の

プ
A

団 らんの時間など, 有効的に使ってい きたい0

F 3

家庭生活では, 次の世代 を育てることを役 目として, これを中心 に責任 をもって子 どもを育ててい きたい。職業生

活は自己を実現する場 として, 生活の中での楽 しみとして, また経済生活を生み出すための もの として活動 したい0

余暇生活 はあ くまで家庭生活, 職業生活 を精神的に支える もの としてのポジションでありたい。子 どもを次の生殖

家族 として送 り出したあとは, これ を中心にしてもよい と思う。

グ

蝣1
I

M 2
自分だけ働いて, 家族と過ごす時間をなるべ くとりたい0 仕事人間にならない くらいに働 くが, しっか りお金をか

せぎたい0 余暇は家庭で過 ごすべきだ。

M 3
平 日にはがんばって仕事をし, 家にかえってもす ぐねるのではな く, 少 し, 家族 としゃべってか らねる。休 日には,

家族サー ビスをする0 でも, 自分のための時間も少 し確保する0

M 4 うまくとる0

M 5
本 当は余暇生活ぽっか りがいいけど, そおも言って られないので家族全貞が生活 していけるくらいに頑張 って仕革

プ
B

をする0

F 4

私 はもし子 どもを産んで も仕事をやめたくあ りません0 だか ら夫 とともにパー トナーシップを築 きなが ら協力して

きたいです0 家庭生活では分担をして, お互いで支えあってい きたいです。余暇 は家庭のコミュニケーシ ョンもか

ねて一緒に出かけた りしたいです。

F 5
夫婦共にや りがいのある仕事がある場合は共働 きし, 特に仕事をする気がなく, 稼ぎに問題がなければ どちらかが

家事専門になる0 家事はEI番や週番でよい0

表8　家族の団らん時間に特徴がある者の将来の生活時間および生活設計に対する記述

生徒 将来の生活時間および生活設計に対す る記述

グ

M 6 家族と思いや りを持 ちなが らの相談をする0

M 7 家族と共に過ごしたいけれ ど職業につかない と生活していけないので, バ ランスを考え, 両立 していきたい。

F 6

家庭生活では, や っぱ り家族で家事を分担 してやっていきたい。職業 も子 どもが小さい時はやらな くて も, 子 ども

に手がかか らな くなった らや ってい きたいと思っているので, 家族の協力が必要だと思 う。余暇は家族そろって出
ル
I
プ

かけた りしたい。 もちろん個人の時間も尊重 して0

F 7

職業生活において, まず 自分たちが暮 らしてい くのに十分な収入 を得た ら, そこか ら自分たちの生活に必要なこと
C を家庭生活において実行する0 余暇時間は余 った時間を家族団 らんなどしてすごす。 な.るベ く, 余暇生活の時間を

とり, 仲の良い家族 にしたい。

F 8
秦, 夫とも働いていたいが, 家事はちゃんと分担 したい。で きる限 り, 休 日をあわせ るように して, 少 しでも多 く

′一緒に過ごす。家庭, 職業, 余暇, どれに偏ることもな く生活をつ くりたい。

グ
ル
I

M 4 うまくとる。

M 5
本当は余暇生活ぽっか りがいいけど, そおも言って られないので家族全員が生活 していけるくらいに頑張って仕革

をする0

M 8
家庭生活 ‥職業生活 ‥余暇生活が 3 ‥5 ‥2 か 4 : 4 : 2 。家庭生活が一番多いのが理想ではあるが, 現実 にはど

うしても職業生活が多 くならざるをえないと思う。か といって余暇生活は必要なので, 上記のような比率になった0

F 5
夫婦共にや りがいのある仕事がある場合は共働 きし, 特に仕事をする気がなく, 稼ぎに問題がなければどちらかが

プ
D

家事専門になる0 家事は日番や週番でよい。

F 9

家庭生活- 生活を共にしている家族 と役割分担を決め, 自分の仕事を理解 して取 り組む0 また誰かの協力が必要 な

時は全員でできるようにするO 職業生活I 夫婦のみの場合, 共働 きでも片働 きで も2 人で協力する0 互いの職業 を

きちんと理解 し合 うべ きだと思う。子供がいる場合は, 子供にも理解 してもらいみんなで理解を深める。余暇生活

l 家族全員がバラバラにとるのではな く, 全員の意見 を聞いて休みを一致 させた方が良い と思 うO そうすると家族

と共に過ごす時間が増え, 家族の粋がより深まる。
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であろう。

(5)将来-の思い

これら17名は,将来の自分の家庭において,どのよ

うな生活時間をもちたいと考えているのであろうか。

この設問に対する記述回答は,理想と考える生活時間

のもち方であるとともに,将来の生活設計への思いで

もある。また,この授業を位置付けている単元「人の

一生と家族」の「将来の結婚や家庭生活と職業生活の

在り方,自分らしいライフスタイルの形成にも関心を

もたせる」という目的を実現するために有効な作業で

'am

①　家族の家事労働分担に特徴がある者の記述

家族の家事労働分担に特徴がある10名の「将来の生

殖家族における家庭生活・職業生活・余暇生活のバラ

ンスについて考えること」についての記述を表7に掲

載した。

グループA, Bとも将来に対して,夢と憂慮をもっ

ていることが伺える。ともに「協力」 「分担」 「家族み

んなで」 「家族と」 「がんばって」という記述がみられ,

困難もある程度予測しながら,家族で協力して充実し

た生活時間を送りたいと考えていると思われる。しか

しながら,グループAには職業生活を自己実現のため

の機会ととらえたり,他の家族貞の生活時間を意識し

た記述が多いのに対して,グループBの特に男子では,

自分自身に関しての記述が多く,ジェンダーに対する

意識の不足もみられ,家族の協力や団らんも義務とと

らえているようにも思われる。女子にも, 「家事専門」

や「家事は日番や週番」という記述がみられるように,

「分担」することによってすべて解決しようとする姿

勢が伺える。一人のひとの生涯発達における生活時間

のもち方について,さらに多様な価値があることにも

気づかせたい。

②　家族の団らん時間に特徴がある者の記述

同様に,家族の団らん時間に特徴がある10名の記述

を表8に掲載した。

グループC, Dともに,家族相互の関わりを大切な

こととしてとらえており,家庭生活,職業生活および

余暇生活をよりよい形でもちたいという思いをもって

いることが伺える。しかしながら,グループCは,

「思いやり」 「バランス」 「家族の協力が必要」 「個人の

時間も尊重」 「仲の良い家族」という記述によって,

それらを表現しているが,グループDは,同様のこと

を述べていても,義務的に捉えているのではないかと

思われる表現もみられる。グループDは役割分担や協

力の必要性を理解しているものの,現実における困難

性をより強く感じているのではないかと推察する。日

常的に家族員相互の立場を思いやり,言葉に耳を傾け

る気持ちが大切であることにも気づかせたい。

4,まとめ

本論では,学習者の報告した生活時間の実態から,

本人の家事労働時間や団らん時間に影響を及ぼしてい

ると考えられる,父親の家事労働分担と団らん時間の

もち方に焦点を当て,それぞれの実態に対する記述と

将来に対する記述について考察を試みた。

その結果,それらの実態によって,自己の生活時間

への認識や,将来の生活時間や生活設計への認識に差

異があることが明らかになった。しかしながら,認識

のレベルと構造については,性格や生活価値などの個

人的要因,家庭的要因および社会的要因の影響を受け,

その背景が複雑であることから,言及することは田難

であった。

父親が家事労働をより多く分担している環境で,坐

徒本人も実際に家事労働に従事している者は,生活時

間の課題に対して主体的に向き合い,課題解決を行お

うとする姿勢が記述にみられた。また,家族での団ら

ん時間が長い者は,自分のみならず他の家族員の生活

時間の課題に対して意識が高く,他者や社会との関係

性の中で課題の解決策を考える姿勢が記述にみられ

た。将来についても,職業生活を自己実現のための機

会ととらえたり,他の家族員の生活時間を意識した記

述が多かった。

一方,家庭環境の中で,性別役割分担の現実を受け

入れなければならなかったり,家事労働分担の課題に

向き合う機会のない者は,自分の体験の中で授業を通

して学習したことを生かす具体的な方法をみつけにく

いのではないと思われる。

このような多様な実態をもつ学習者に対して,それ

ぞれのレベルから「生活課題を解決し生活を工夫し創

造する力」を身に付けるためには,具体的なライフス

キルに関心をもち,実生活に生かせる知識と技能を習

得することが有効であると考える. 「人の一生と家族」

の単元では,本時の後, 「ウ.家事労働」 「エ.食生活

において」を14時間で行っている。これらの学習の中

で,具体的な家事労働分担の課濃に向き合う機会を得

たり,家族と関わるための手段を得た可能性もある。

その過程を自己評価や形成的評価等によって本人がメ

タ認知する機会をもつことができれば,実践への足が

かりを持つことにつながるであろう。

このように,生活設計の学習は,家庭科の多様な学

習の成果に基づいて,スパイラルな形で行っていくこ

とによって,より効果があがるものと考える。
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本論は,家庭において父親が家事労働を分担するこ

とや,家族による団らん時間をとることを推奨するこ

とを目的としていない。多様な生活の現実を背景にも

つ高校生を対象として,生活時間および生活設計の授

業を設計するに当たり,個々の学習者に自分の現実と

向き合う機会を十分に与えることの重要性を支持する

示唆が得られたものと考える。

家庭科では,学習者が課題をもって主体的に生活を

みつめ,日々の暮らしを工夫・創造する能力と実践的

態度を身に付けることが目標である。この能力は学校

教育の-教科としての家庭科で育成するには限界があ

る。それは日常生活における意味ある経験の積み重ね

によって初めて子ども自身が自覚できるものとなる。

また,その能力取得に不可欠な態度や生活観の形成は,

生涯を通して時間をかけて変化し,つくられていくも

のであろう。

家庭科では,限られた学習時間の中で,できるだけ

多様な価値に触れ,主体的に考える機会を設けたい。

そのアプローチの手段として,体験としての実習やワ

ークシート等によって自己の考えを記述したりまとめ

たりする作業を位置づけたい。

日本家庭科教育学会による2001年度の調査8)による

と,高校生は,多忙で情報過多な生活の中,生活財や

人への関わり方が表面的,消極的であり,その結果,

様々な生活技能を習得する機会をもてていないことが

明らかになっている。また,生活技能が乏しいために,

身近な環境との関わりをもって生活認識を広げ深めて

いくことができないという悪循環に陥っていることも

示唆されている8)。このことが,生活自立能力や共生

能力の低下の要因になっているものと考えられる。

自分の生活価値を追究することと,実践可能な多様

な生活技能を習得することは,家庭科学習の中で,相

互に影響を及ぼす重要な要素である。その中でも,坐

活時間,生活設計の学習は,両者をカリキュラムにお

いて有効に位置づけるために注目すべき学習である。

以上のことをふまえて,生活設計および生活時間に

関わる授業展開を工夫し,授業実践を通して,学習過

程における学習者の認識の変化を追究していきたい。
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